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～障がい者自立支援協議会における取組みより～
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【要　旨】
　あなたの希望・困りごとは何ですか，と尋ねられ
ても何をどう返答してよいのか分からないし，よく
知らない人に話などしない．当たり前のことである．
　中山間地域では，過疎化が進み，往々にして高齢
者世帯の比率が高くなっている．併せて，バス路線
の廃止，各種配達サービスの縮小が進む地域もある．
　今回，高梁地域で暮らされている障がい者の方々
のニーズをどのようにして把握してきたのか．知り
得たニーズを具現化するために，また，過疎が進む
地域の将来を見据えた活動実践の発表を行う．
　高梁地域にて，平成24年度より障がい者ニーズを
把握するために，訪問支援を強化する．その取組み
は，相談依頼者の様子，暮らしぶり，地域との関係
等の状況掌握を進め，結果的に，初期対応の迅速化・
本人意向に沿ったニーズ対応に繋がったと考える．
併せて，ケア会議開催により，障がい者における暮
らしの地域支援基盤づくりに直結する．

　また，各種サービス・支援者での個別対応しきれ
ない事情においては，地域全体での取り組みが求め
られた．そのため，障がい者自立支援協議会の活用
を検討するが，現状として，協議会運営が停滞して
おり，年間を通じて開催されていなかった．そのた
め，協議会の活性化・ビジョンづくりを推し進める．
　また，高梁地域の地域課題として，一例を挙げる
と，児童期におけるヘルパー利用はほとんどみられ
ない状況であった．このことは，ヘルパー利用をし
ていない児童は，成人になっても利用率の低いこと
が予測される．年を重ねるにつれ将来的に障がい者
と高齢家族のみの世帯が増し，緊急時における対応
の遅れに繋がりかねないともとれる．そのための対
応策として，ヘルパー利用等への啓発と増員への取
組みが求められる．では，ヘルパー増員はどのよう
にすれば実現可能なのかの一案を説明する．特に中
山間地域での早期に取組むべき事案の一つである．
　上記内容を今回の発表要旨とする．


